
謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、このたび、「カリメートドライシロップ92.59％」につきまして、諸般の事情により、弊社在庫が
なくなり次第販売を中止させていただくことになりましたのでご案内申し上げます。
ご迷惑をおかけすることになり誠に恐縮に存じますが、何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

なお、本製品は2026年4月に経過措置品目へ移行し、2027年3月末日をもちまして経過措置期間満了
となる予定です。

謹白

■販売中止品目／弊社在庫終了予定時期／経過措置期間満了予定日

カリメート
ドライシロップ
92.59％

カリメート
経口液20％
（ノンフレーバー）

※在庫終了予定時期は販売状況により前後する場合がございます。

5.4g×126包

25g×100包 770575401 1214000010301

2190016R2021 2027年3月末日770558503

包装 統一商品コード 経過措置期間
満了予定日

薬価基準収載
医薬品コード販売名

販売中止のご案内

■代替品

包装 統一商品コード 調剤包装単位
コード

販売包装単位
コード販売名 レセプト電算処理

システム用コードHOT番号

2026年5月頃

弊社在庫終了
予定時期

(01)14987770575408

(01)04987770575432

25g×105包 770575500 1214000010302
(01)14987770575507

カリメート
経口液20％
（オレンジフレーバー）

25g×100包 770511706 1214000010401
(01)14987770511703

(01)04987770511737

25g×105包 770511805
622140001

1214000010402
(01)14987770511802

カリメート
経口液20％
（アップルフレーバー）

25g×100包 770523204 1214000010501
(01)14987770523201

(01)04987770523211

25g×105包 770523303 1214000010502
(01)14987770523300

カリメート散 5g×126包 770565105 6200034431035698070202
(01)14987770565102 (01)04987770565112

＜問い合わせ＞ 弊社MRまたはくすり相談センター  ＜TEL＞ 0120 -508 -514（受付時間9：00～17：00 土・日・祝日・弊社休日を除く）

東京都中央区日本橋本町三丁目4-14

裏面もご覧ください

▲ ▲ ▲

※当該代替品への切替は、販売中止品の在庫終了後にご検討いただければ幸甚に存じます。



「カリメートドライシロップ92.59％」と「カリメート経口液20％」・「カリメート散」の比較

カリメート
ドライシロップ92.59％

カリメート
経口液20％

カリメート
散

販売中止品 代替品

販 売 名

5.4g×126包

有効成分

添 加 剤

包　　装
92.59％1g　9.60円

25g×100包、25g×105包
20％25g1包　77.80円

5g×126包
1g　9.30円薬　　価

用法及び用量

効能又は効果 急性及び慢性腎不全に伴う高カリウム血症

1g中
日局ポリスチレンスルホン酸
カルシウム925.9mg

25.0g中
日局ポリスチレンスルホン酸
カルシウム5.0g

1g中
日局ポリスチレンスルホン酸
カルシウム1g

カルメロースNa、アスパル
テーム（L -フェニルアラニン
化合物）、メチルセルロース、
ヒドロキシプロピルセルロース

キサンタンガム、ローカスト
ビーンガム、カラギーナン、
メチルセルロース、粉末還元
麦芽糖水アメ、スクラロース、
ソルビン酸、クエン酸Na水和
物、クエン酸水和物、（オレ
ンジ・アップル）香料

通常成人1日16.2～32.4g（ポリ
スチレンスルホン酸カルシウム
として1日15～30g）を2～3回
に分け、その1回量を水30～
50mLに懸濁し、経口投与す
る。なお、症状により適宜増減
する。

通常成人1日75～150g（ポリ
スチレンスルホン酸カルシウム
として1日15～30g）を2～3回
に分け、経口投与する。なお、
症状により適宜増減する。

〈経口投与〉
通常成人1日15～30gを2～
3回に分け、その1回量を水
30～50mLに懸濁し、経口投与
する。なお、症状により適宜
増減する。
〈注腸投与〉
通常成人1回30gを水または
2%メチルセルロース溶液
100mLに懸濁して注腸する。
体温程度に加温した懸濁液を
注腸し30分から1時間腸管内
に放置する。液がもれてくる
ようであれば枕で臀部挙上
するか、或いはしばらくの間
膝胸位をとらせる。
水または2%メチルセルロース
溶液にかえて5%ブドウ糖溶液
を用いてもよい。
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